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（3）養生

銅スラグ細骨材コンクリートの養生は、一般には、

普通骨材コンクリートと同様に行えばよい。ただし、

寒冷期には、銅スラグ細骨材コンクリートの凝結・硬

化が、普通骨材コンクリートに比べて遅れる場合もあ

るので、初期凍害を受けないよう適切な養生を行う必

要がある。

7．銅スラグ細骨材を用いたコンクリート
の適切な使用箇所および施工事例

前述のとおり、銅スラグ細骨材の絶乾密度は約

3.5g/cm3程度あり、天然骨材の 2.5g/cm3よりも大きい

ことから、銅スラグ細骨材を用いたコンクリートの単

位容積質量は大きくなる。この、単位容積質量が大き

くなることを利点として生かせる箇所が適切な使用箇

所となるのは明白である。このようなことから、根固

ブロックや消波ブロックや重量コンクリートなどへの

適用が多く、表10のとおり、試験施工も実施されて

いる。

施工事例として、国土交通省四国山地砂防工事事務

所が住友金属鉱山.（株）東予工場の銅スラグ細骨材を使

用して施工した、長又第2堰堤のコンクリート配合表
（打設量2,000m3）と写真を表11および図5に示す。

コンクリート用銅スラグ細骨材

表10 港湾材料への使用例

表11 長又第2堰堤のコンクリート配合

図5 長又第2堰堤全景写真

 


